
議案第５４号 

 

   瀬戸内市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正することについて 

 

 瀬戸内市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を別紙のとおり改正するもの

とする。 

 

   令和７年９月２日提出 

 

瀬戸内市長  黒石 健太郎    

 

 

【提案理由】 

印鑑登録システム等の標準化に伴う改正及び、性の多様性について配慮する

ことを目的として印鑑登録原票の登録事項から性別表記を削除するため。 

  



瀬戸内市条例第  号 

 

   瀬戸内市印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例 

 

 瀬戸内市印鑑登録及び証明に関する条例（平成１６年瀬戸内市条例第１４号）

の一部を次のように改正する。 

  

 第６条第１項中第５号を削り、第６号を第５号とし、同項第７号中「の備考欄

に記録」を「に記載が」に改め、同号を同項第６号とし、同項第８号を同項第７

号とする。 

 第１４条第２項中「第７号」を「第６号」に改める。 

 

附 則 

この条例は、規則で定める日から施行する。 

  



瀬戸内市印鑑登録及び証明に関する条例(平成16年瀬戸内市条例第14号)新旧対照表 

現行 改正後 

(印鑑登録原票) (印鑑登録原票) 

第6条 市長は、印鑑登録原票を備え、印鑑の登録の申請につい

て審査した上、印影のほか当該登録申請者に係る次に掲げる事

項を登録するものとする。 

第6条 市長は、印鑑登録原票を備え、印鑑の登録の申請につい

て審査した上、印影のほか当該登録申請者に係る次に掲げる事

項を登録するものとする。 

(1)～(4)略 (1)～(4)略 

(5) 性別  

(6) 略 (5) 略 

(7) 住民票の備考欄に記録されている氏名の片仮名表記又は

その一部を組み合わせたもので表されている印鑑により登録

を受ける場合にあっては、当該氏名の片仮名表記 

(6) 住民票に記載がされている氏名の片仮名表記又はその一

部を組み合わせたもので表されている印鑑により登録を受け

る場合にあっては、当該氏名の片仮名表記 

(8) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 (7) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

2 略 2 略 

  

(印鑑登録証明書) (印鑑登録証明書) 

第14条 略 第14条 略 

2 前項の規定による印鑑登録証明書には、第6条第1項第3号から

第7号までに掲げる事項を記載するものとする。 

2 前項の規定による印鑑登録証明書には、第6条第1項第3号から

第6号までに掲げる事項を記載するものとする。 

3 略 3 略 

 

 

  



瀬戸内市規則第  号 

 

瀬戸内市印鑑登録及び証明に関する条例施行規則の一部を改正する規則 

 

瀬戸内市印鑑登録及び証明に関する条例施行規則（平成16年瀬戸内市規則第

19号）の一部を次のように改正する。 

 

第１３条第１項中「、様式第７号の２、様式第７号の３又は様式第７号の

４」を「又は様式第７号の２」に改める。 

様式第２号から様式第３号の２まで及び様式第６号から様式第７号の２まで

を次のように改める。 

「様式第２号」 

「様式第３号」 

「様式第３号の２」 

「様式第６号」 

「様式第７号」 

「様式第７号の２」 

 

様式第７号の３及び様式第７号の４を削る。 

 

   附 則 

 この規則は、規則で定める日から施行する。 

 

  



- 1 - 

 

瀬戸内市印鑑登録及び証明に関する条例施行規則(平成16年瀬戸内市規則第19号)新旧対照表 

現行 改正後 

(印鑑登録証明書) (印鑑登録証明書) 

第13条 条例第14条第1項の規定による印鑑登録証明書は、様式

第7号、様式第7号の2、様式第7号の3又は様式第7号の4による

ものとする。 

第13条 条例第14条第1項の規定による印鑑登録証明書は、様式

第7号又は様式第7号の2によるものとする。 

2 略 2 略 
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現行 改正後 
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現行 改正後 
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現行 改正後 
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現行 改正後 
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現行 改正後 
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現行 改正後 
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現行 改正後 

 

 

 



- 9 - 

 

現行 改正後 

 

 

 

 

 


